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相
川
支
所
に
お
越
し
の
際
は
、
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
今
年
１
年
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

相
川
支
所
職
員
一
同 

 

専
門
員 

※
北
教
育
事
務
所
長
兼
務 

向
山 

正
則
（
む
こ
う
や
ま 

ま
さ
の
り
） 

４
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
つ

ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
促
進
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

公
民
館
長 

新
発
田 

靖
（
し
ば
た 

や
す
し
） 

皆
様
の
要
望
を
大
切
に
し
た
「
自
由
で

自
主
的
な
学
習
」
を
推
進
し
、
35
分
館
で

力
を
合
わ
せ
て
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。 

地
域
支
援
係 

※
北
教
育
事
務
所
兼
務 

 

児
玉 

三
也
（
こ
だ
ま 

み
つ
や
） 

８
年
ぶ
り
の
相
川
勤
務
。
思
い
入
れ
の

あ
る
教
育
事
務
所
で
相
川
地
区
の
皆
さ

ん
を
笑
顔
で
幸
せ
に
出
来
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。 

 

地
域
支
援
係 

 

川
島 

潔
子
（
か
わ
し
ま 

き
よ
こ
） 

初
め
て
の
相
川
支
所
勤
務
と
な
り
ま

す
。
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

次
長
（
地
域
支
援
係
長
兼
務
） 

菊
地 

則
彦
（
き
く
ち 

の
り
ひ
こ
） 

19
年
ぶ
り
の
相
川
で
の
勤
務
に
な
り
ま

す
。
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

福
祉
保
健
係 

 

城
野 

文
佳
（
し
ろ
の 

ふ
み
か
） 

ま
た
今
春
か
ら
相
川
支
所
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
健
康
づ
く
り

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
層
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

福
祉
保
健
係 

浅
井 

友
里
恵
（
あ
さ
い 

ゆ
り
え
） 

４
月
よ
り
相
川
支
所
勤
務
と
な
り
ま

し
た
。
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
地
域

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

村
上
賢 

如（
む
ら
か
み 

け
ん
に
ょ
） 

 
 

 
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
や
公
民
館
活
動
を
通
じ
て

皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

佐
渡
観
光
交
流
機
構
相
川
案
内
所
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
地
域
内
の
清
掃
活
動
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
つ
く
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時 
５
月
24
日
（
金
）
８
時
30
分
～
約
１
時
間
程
度 

◆
集
合 
き
ら
り
う
む
佐
渡 

◆
活
動
エ
リ
ア 

き
ら
り
う
む
佐
渡
周
辺
～
浜
公
園
～
あ
い

か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で 

◆
お
問
い
合
せ 
佐
渡
観
光
交
流
機
構
相
川
案
内
所
℡
74‐

２
２
２
０ 

            
 

                     

令
和
６
年
度 
相
川
支
所
等 

新
人
職
員
の
紹
介 

佐渡市相川支所及び関係機関の連絡先について 
 

■相川支所            ■相川診療所 
             
                      
〇地域支援係 〇市民生活係 〇福祉保健係    〇管理部 〇診療部 〇薬剤部 〇看護部 
〇産業建設係 〇上下水道係 

〇相川支所高千連絡所                     ■佐渡市相川消防署 

  

      

■佐渡市教育委員会北教育事務所     〇庶務係 〇消防係 〇警防係 〇救急・救助係 

〇予防係 〇危険物係 

〇相川消防署高千出張所 

〇地区教育係 

 

TEL 74-3111  FAX 74-2551 

e-mail : sa-shimin@city.sado.niigata.jp 

TEL 74-3121  FAX 74-2625 

e-mail : hh-aikawa@city.sado.niigata.jp 

TEL 74-0119  FAX 74-4483 

e-mail:sf-aikawa@city.sado.niigata.jp 

 

TEL 74-2332  FAX 61-2032 

e-mail : ka-kyoi@city.sado.niigata.jp 

TEL 78-2045 FAX 78-2530 

e-mail : sf-takachi@city.sado.niigata.jp 

TEL 78-2629  FAX 78-2002 

相
川
ク
リ
ー
ン
活
動
の
ご
案
内 
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伊
藤
幹
太
の
地
域
お
こ
し
活
動
報
告
（４
月
）

相
川
に
は
弥
十
郎
や
大
床
屋
な
ど
、
鉱
山
町
特
有
の
町
名
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
初
め
て
私
が
相
川
に
来
た
時
、
こ
れ
ら
の
町
名
を
見
て
、
不

思
議
に
思
う
と
同
時
に
、
町
名
に
つ
い
て
好
奇
心
が
湧
き
由
来
を
調
べ
た

く
な
り
ま
し
た
。
町
名
の
由
来
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
町
を
知
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
私
と
同
じ
よ
う
な
体
験
を
多
く
の
島
外
の
人
に
も
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
、
相
川
の
町
の
名
前
で
替
え
歌
を
作
成
し
、SNS

に

投
稿
を
し
ま
し
た
。
視
聴
者
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
各
町
の

看
板
を
探
す
こ
と
か
ら
始
め
、
な
か
に
は
看
板
が
見
つ
か
ら
ず
、
苦
戦
し

ま
し
た
が
な
ん
と
か
完
成
し
ま
し
た
。
下
記
の
動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー 

ド
を
読
み
取
り
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

ま
た
、
３
月
に
実
施
し
た
「
佐
渡
國
相
川
あ
き
ん
ど
会
会
長
選
挙
」
の 

最
終
結
果
で
す
が
、
一
般
投
票
の
結
果
を
考
慮
し
て
、
石
見
篤
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。
新
会
長
の
任
期
は
２
年
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、

今
後
と
も
佐
渡
國
相
川
あ
き
ん
ど
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。m

a
il:u

w
k

a
n

ta
0

1
2

3
@

g
m

a
il.co

m
 

ま
で 

 

４
月
28
日(

日)
、
工
事
が
完
了
し
た
分
散
型
ホ
テ
ル
の
内
覧
会
を
地

域
住
民
向
け
に
開
催
し
ま
し
た
。
約
30
名
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
【
清

水
家
】
の
内
装
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、
相
川
地
区

で
は
珍
し
い
内
蔵
が
あ
る
家
で
、
こ
の
構
造
を
上
手
に
活
用
し
て
客
室

へ
と
改
装
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ロ
ビ
ー
で
来
場
者
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、「
内
蔵
の
客
室
が
面
白
か
っ
た
」
な
ど
多
数
の
ご
意
見
や
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
内
覧
会
は
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
ま
た
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
今
回
予
定
が
あ

っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
分
散

型
ホ
テ
ル
の
趣
旨
や
オ
ー
プ
ン
情
報
な
ど
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
次

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
◆
相
川
車
座
担
当
者
直
通 

０
５
０-

３
１
５
９-

９
６
７
２ 

ま
た
は
、a

m
e
m

iy
a

@
la

n
e
.jp

 

ま
で 

京
町
通
り
の
空
き
家
に
て
開
催
し
、
１
週
間
の
期
間
中
、
島
内
外
か
ら

約
１
０
０
名
も
の
お
客
様
の
ご
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
経
緯

は
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
ま
た
や
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
有
難
い
お
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
の
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
期
間
を
２
日
間
か
ら
１

週
間
に
伸
ば
し
、
本
棚
オ
ー
ナ
ー
の
数
も
12
人
か
ら
17
人
に
増
や
し
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
島
内
の
様
々
な
地
区
や
他
県
か
ら
も
多
く

の
方
が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
は
「
常
設
し
て
欲
し
い
」
「
普

段
、
出
会
わ
な
い
本
と
出
会
え
た
」「
こ
う
い
う
地
域
の
ゆ
る
い
交
流
拠

点
が
増
え
た
ら
い
い
な
」
な
ど
、
今
回
も
有
難
い
ご
意
見
・
ご
感
想
を
沢

山
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
次
回
は
５
月
27
日
か
ら
６

月
２
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は 

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

０
９
０-

７
４
３
７-

４
９
９
３ 

イ
ベ
ン
ト
担
当
者
直
通 

15

21
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「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
を
体
感
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
活
用
し
た
マ
イ

ク
ロ
ホ
テ
ル
事
業
」
と
し
て
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
活
用
し
、（
株
）Backpackers′,Japan

、（
株
）
ビ
ア
パ
イ
ン
ト
、

（
株
）perch

、（
株
）
近
藤
組
が
４
社
連
携
を
組
ん
で
改
修
し
た
【
新
潟

県
関
岬
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場 ist-Sado

】
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
関
集
落
関
岬
に
あ
り
、
55
の
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
新
た
に
３
棟
の
宿
泊
棟
と
サ
ウ
ナ
を
完
備
し
、
佐

渡
の
豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
や
サ
ウ
ナ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
４
月
27
日
（
土
）
か
ら
正
式
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

サ
ウ
ナ
だ
け
の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

施
設
の
ご
利
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
はist-Sado 

℡
：
０
７
０

-

９
０
４
６-

０
６
１
５ 

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、 

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
い 

た
だ
け
ま
す
。 

              

 

◆
日
時 

６
月
７
日
（
金
）・
８
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時
30
分 

◆
会
場 

相
川
大
工
町
～
京
町
通
り
～
佐
渡
奉
行
所
内 

 

雪
洞
の
淡
い
灯
り
の
中
、
相
川
音
頭
で
流
す
宵
の
舞
を
お
楽
し
み
に
。  

世
界
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
受
入
環
境
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
方
式
に
よ
る
観
光
周
遊
バ
ス
【
無
料
】
の
運
行
を
相

川
地
区
で
開
始
し
、
４
月
26 

日
（
金
）、
初
便
が
出
発
し 

ま
し
た
。
こ
の
バ
ス
は
10
月 

31
日
（
木
）
ま
で
、
き
ら
り 

う
む
佐
渡
～
佐
渡
金
山
を
毎 

日
往
復
で
運
行
し
ま
す
。 

相
川
周
遊
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す

◆
運
行
主
体 

佐
渡
市 

◆
運
行
期
間 

令
和
６
年
５
月
７
日
～
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
、
週
３
回(

月
・
火
・
木
：
祝
日
の
場
合
運
休
、
年
末

年
始
12
月
29
日
～
１
月
３
日
運
休
） 

◆
利
用
料
金 

無
料 

◆
運
行
区

間 

海
府
線
沿
線(

岩
谷
口
～
高
千
診
療
所
～
相
川
）
◆
乗
車
定
員 

13

名 

※
ご
利
用
は
事
前
登
録
と
事
前
予
約
が
必
要 

【
利
用
方
法
】
利
用
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
で
す
の

で
、
利
用
登
録
申
請
書
を
佐
渡
市
役
所
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
事
前
予
約
は
、
利
用
日
前
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
に
市
役
所
高
千
連
絡
所
℡
78-

２
６
２
９
へ
予

約
者
の
住
所
、
氏
名
、
行
き
帰
り
の
利
用
し
た
い
日
と
便
、
乗
車
場
所
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約
の
受
付
は
先
着
順
で
定
員
を
超
え
た
場

合
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
登
録
申
請
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
相

川
支
所
産
業
建
設
係
℡
74-

０
３
３
８
ま
で
ど
う
ぞ
。 

   

第
23
回 

京
町
音
頭
流
し
【宵
の
舞
】の
開
催
に
つ
い
て

 
 

              
 

                  

藤田金属㈱から寄贈された 

きらりうむ佐渡 バス停 
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令
和
６
年
度 

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
お
よ
び 

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
交
付
金
に
つ
い
て 

【
元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
】 

◆
趣
旨
：
地
域
活
動
団
体
等
が
提
案
す
る
地
域
の
賑
わ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
促
進
す
る
事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付 

◆
対
象
団
体
：
自
治
会
、
集
落
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
商
工

会
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
、
各
種
協
議
会
等
の
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
組

織
し
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
対
象 

◆
対
象
事
業 

①
地
域
づ
く
り
活
動
促
進
事
業 
②
集
会
施
設
等
環
境
整
備
事
業 

◆
対
象
経
費
：
賃
金
、
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
委
託
料
な
ど 

◆
補
助
率
お
よ
び
補
助
金
の
上
限
額 

⑴
補
助
率
：
①
地
域
づ
く
り
活
動
促
進 
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以

内 

②
集
会
施
設
等
環
境
整
備 

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内 

⑵
上
限
額
：
50
万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
） 

⑶
下
限
額
：
５
万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
） 

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金
】 

◆
趣
旨
：
集
落
等
が
主
体
的
取
り
組
む
地
域
内
の
助
け
合
い
や
困
り
ご
と
の

解
決
に
取
り
組
む
集
落
を
支
援 

◆
対
象
団
体
：
集
落
や
自
治
会
（
複
数
集
落
合
同
事
業
も
可
） 

◆
対
象
事
業
：
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
な
ど
に
対
し
、
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
集
落
等
が
自
ら
定
め
る
事
業
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
む
事
業 

◆
対
象
経
費
：
消
耗
品
、
活
動
謝
礼
、
保
険
料
、
委
託
料
、
燃
料
費
な
ど 

◆
交
付
額
：
⑴
50
世
帯
ま
で
５
万
円 

⑵
51
～
１
０
０
世
帯
ま
で
７
万
５
千

円 

⑶
１
０
１
世
帯
以
上
10
万
円 

■
お
問
い
合
せ 

佐
渡
市
役
所
相
川
支
所 

地
域
支
援
係 

 
 
 
 
 
 
 

℡
74‐

３
１
１
１ 

予
算
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

あ
い
か
わ
道
草
話 

～
日
本
初
の
相
川
の
女
性…

～ 

「
は
て
？
」
が
ブ
レ
イ
ク
し
そ
う
な
、
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
を
モ
デ

ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
。
相
川
に
も
、
こ
の
方
に
匹
敵
す
る
「
日

本
初
」
の
女
性
が
い
ま
し
た
。
そ
の
名
を
久
保
田
き
ぬ
子
。
大
正
２
年

(

１
９
１
３)

２
月
10
日
、
相
川
三
町
目
浜
町
生
ま
れ
。
父
は
第
17
代
相

川
町
長
の
久
保
田
金
五
郎
。
両
津
の
秋
津
出
身
の
母
キ
ク
は
、
子
供
の

頃
は
お
転
婆
で
、
裸
馬
を
乗
り
回
す
や
ら
、
着
物
の
ま
ま
川
に
飛
び
込

ん
で
鱒
を
捕
る
や
ら
、
木
登
り
も
得
意
と
い
う
中
々
の
お
方
。 

で
す
が
、
日
本
女
子
学
校
（
現
相
模
女
子
大
）
で
学
び
、
き
ぬ
子
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
き
ぬ
子
は
、
日
本
女
子
大
学
英
文
科
を

経
て
、
昭
和
21
年(

１
９
４
６)

東
京
大
学
法
学
部
入
学
（
こ
れ
も
女
性
と

し
て
初
）
、
そ
の
後
、
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
大
学
院
に
留
学
し
ま

す
。
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
末
に
出
版
さ
れ
た
三
島
由
紀
夫
の
『
宴
の

あ
と
』
が
、
相
川
出
身
の
元
外
務
大
臣
有
田
八
郎
の
名
誉
を
棄
損
す
る

と
し
て
問
題
に
な
っ
た
時
、
き
ぬ
子
は
米
国
で
学
ん
だ
経
験
を
活
か
し

「
私
生
活
を
他
人
に
よ
っ
て
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
権
利
」
と
し

て
、
日
本
初
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
め
ぐ
る
訴
訟
を
提
言
、
脚
光
を
浴
び

ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
、
第
16
回
国
連
総
会
へ
日
本
初
の
女
性
政

府
代
表
代
理
と
し
て
出
席
し
ま
す
。
な
の
で
、
き
ぬ
子
を
モ
デ
ル
に
し

た
番
組
を
、
と
思 

っ
た
次
第
で
す
。 

朝
ド
ラ
に
は
木 

登
り
が
得
意
の
女 

の
子
が
よ
く
登
場 

す
る
の
で
、
当
然
、 

冒
頭
は
幼
い
キ
ク 

が
木
登
り
し
て
い 

る
場
面
で
・
・
・
。 

久保田きぬ子（1913～85） 

『佐渡相川の歴史通史編』より 

                                 


